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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成25年12月5日(2013.12.5)

【公表番号】特表2013-508504(P2013-508504A)
【公表日】平成25年3月7日(2013.3.7)
【年通号数】公開・登録公報2013-012
【出願番号】特願2012-535189(P2012-535189)
【国際特許分類】
   Ｃ０９Ｋ  21/12     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ 101/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   3/32     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   5/17     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｋ  21/12    　　　　
   Ｃ０８Ｌ 101/00    　　　　
   Ｃ０８Ｋ   3/32    　　　　
   Ｃ０８Ｋ   5/17    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成25年10月18日(2013.10.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　難燃剤シロップの調製方法であって、（ａ）ナトリウムポリホスフェートを前回の工程
の非粘性相に溶解する工程、（ｂ）前記ナトリウムポリホスフェート溶液をイオン交換樹
脂によって精製し、変性ポリリン酸を得る工程、（ｃ）エチレンアミンまたはエチレンア
ミンの混合物を、前記変性ポリリン酸と反応させ、２相混合物を形成する工程、（ｄ）希
釈非粘性相から難燃剤シロップを分離、収集する工程であって、次の反復のために前記非
粘性相を保存する工程、（ｅ）窒素中、毎分２０℃で動作するＴＧＡによる測定で、３０
０℃での重量損失が１％未満であるエチレンアミンポリホスフェートを形成するために前
記難燃剤シロップを脱水する工程を含む方法。
【請求項２】
　請求項１に記載の方法において、
　前記エチレンアミンまたは前記エチレンアミンの混合物は、エチレンジアミン、ジエチ
レントリアミン、ピペラジン、トリエチレンテトラミン、テトラエチレンペンタミン、ペ
ンタエチレンエキサミン、アミノエチルピペラジン、およびそれらの混合物からなる群か
ら選択される方法。
【請求項３】
　工程ｅ）の後に、窒素中、毎分２０℃で動作するＴＧＡによる測定で、３４５℃での重
量損失が１％未満であるエチレンアミンポリホスフェートを形成するために難燃剤シロッ
プをさらに脱水することをさらに含む請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　工程ｄ）及びｅ）の後に、３ｇが２０ｍＬの水に溶解された場合に、非粘性相との間に
きれいな界面を有する、少なくとも１．５ｍＬのシロップを形成する特性を示すエチレン
アミンポリホスフェートを形成するために難燃剤シロップを脱水することをさらに含む請
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求項１に記載の方法。
【請求項５】
　請求項４に記載のエチレンアミンポリホスフェートをポリマーとブレンドすることを含
む、難燃剤含有組成物の製造方法。
【請求項６】
　窒素中、毎分２０℃で動作するＴＧＡによって測定された場合に、３４５℃での重量損
失が１％未満であるエチレンアミンポリホスフェート。
【請求項７】
　３ｇが２０ｍＬの水に溶解された場合に、非粘性相との間にきれいな界面を有する少な
くとも１．５ｍＬのシロップを形成する特性を示すエチレンアミンポリホスフェート。
【請求項８】
　請求項６又は７に記載のエチレンアミンポリホスフェートであって、
　前記エチレンアミンまたは前記エチレンアミンの混合物は、エチレンジアミン、ジエチ
レントリアミン、ピペラジン、トリエチレンテトラミン、テトラエチレンペンタミン、ペ
ンタエチレンエキサミン、アミノエチルピペラジン、およびそれらの混合物からなる群か
ら選択されるエチレンアミンポリホスフェート。
【請求項９】
　請求項７に記載のエチレンアミンポリホスフェートをポリマーとブレンドして形成した
難燃剤含有組成物。
【請求項１０】
　請求項６に記載のエチレンアミンポリホスフェートをポリマーとブレンドして形成した
難燃剤含有組成物。
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